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4.3 洪水調節の観点からの検討 

 

4.3.1 鳴瀬川総合開発事業、筒砂子ダム建設事業の検証における目標流量について 

検証要領細目において、複数の治水対策案は、河川整備計画において想定してい

る目標と同程度の目標を達成することを基本として立案することを規定※1 してい

る。 

鳴瀬川水系は、平成１９年８月に「鳴瀬川水系河川整備計画【大臣管理区間】」、

平成２０年２月に「鳴瀬川水系河川整備計画【知事管理区間】」が策定されている

ため、鳴瀬川総合開発事業及び筒砂子ダム建設事業の検証にあたっては、検証要領

細目に基づいて、河川整備計画の目標流量により整備内容の案を設定して検討を進

めることとした。 

鳴瀬川水系河川整備計画【大臣管理区間】では、「戦後の代表洪水である昭和２２

年９月洪水と同規模の洪水が発生しても、床上浸水等の重大な家屋浸水被害を防止

するとともに、水田等農地についても浸水被害の軽減に努める」ことを整備の目標

とし、整備計画目標流量は、鳴瀬川の三本木基準地点で 3,400m3/s を設定している。 

筒砂子ダム建設事業における鳴瀬川水系河川整備計画【知事管理区間】の目標流

量は、大臣管理区間と同様である。 

 

※1 「検証要領細目」（抜粋） 

個別ダムの検証においては、まず複数の治水対策案を立案する。複数の治水対策

案の一つは、検証対象ダムを含む案とし、その他に、検証対象ダムを含まない方法

による治水対策案を必ず作成する。検証対象ダムを含む案は、河川整備計画が策定

されている水系においては、河川整備計画を基本とし、河川整備計画が策定されて

いない水系においては、河川整備計画に相当する整備内容の案を設定する。複数の

治水対策案は、河川整備計画において想定している目標と同程度の目標を達成する

ことを基本として立案する。 
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4.3.2 複数の治水対策案の立案（現計画） 

治水対策案（現計画）は、河川整備計画を基に検討を行っているが、筒砂子ダム

に関しては、堆砂容量変更に伴うダム諸元で検討を行った。 

 

現計画：（田川ダム及び洪水導水路と筒砂子ダム＋築堤及び河道掘削） 

【対策案の概要】 

・既設ダム「漆沢ダム」と検証対象ダム「田川ダム及び洪水導水路、筒砂子ダム」

により洪水調節を行うとともに、河道配分流量に応じた河道改修を実施。 

・河道掘削や築堤により段階的に安全度が向上し、田川ダム及び洪水導水路・筒砂

子ダム完成時には安全度が全川にわたり向上する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【洪水調節施設緒元】 
  （新設）田川ダム及び洪水導水路（二ツ石ダム上流→田川） 

  ダム高 H=85.0m、洪水調節容量 V=500 万 m3 
  （新設）筒砂子ダム       ダム高 H=98.4m、洪水調節容量 V=1,040 万 m3 

【河道改修】 
  築堤 V=約 230 万 m3、掘削 V=約 150 万 m3 、残土処理 V=約 60 万 m3 
  橋梁架替 2 橋、樋門樋管改築 23 箇所 

用地買収 A=約 8ha、移転家屋約 140 戸 
 

※対策箇所や数量については、平成 21 年度末時点の見込みであり、今後変更があり得るものである。 

※鳴瀬川の河道掘削及び河川整備計画で予定している吉田川の河道掘削から発生する土砂を、鳴瀬川の

築堤へ活用した後の残土を対象に残土処理を実施 
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   【ダム概要】 

 

 

  

 

 

 

 

写真 4-1 田川ダム完成イメージ  写真 4-2 筒砂子ダム完成イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-3 田川ダム貯水池容量配分図   図 4-4 筒砂子ダム貯水池容量配分図 

 

 

 

 

 

田川ダム完成イメージ 筒砂子ダム完成イメージ 

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量 10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持 16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

ダム高

98.4m 有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量 10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持 16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

ダム高

98.4m有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量 5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持 3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

ダム高

85.0m 有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量 5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持 3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

ダム高

85.0m
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4.3.3 複数の治水対策案の立案（現計画を含まない案） 

4.3.3.1 治水対策案の基本的な考え方 

(1) 治水対策案の基本的な考え方 

検証要領細目に示されている方策（26 方策）を参考にして、できる限り幅広い治水

対策案を立案することとする。 

治水対策案検討の基本的な考え方を以下に示す。 

・ 複数の治水対策案の立案は、河川整備計画で想定している目標と同程度の目標を

達成することを基本とする。 

・ 各方策の検討にあたり、河川整備計画（大臣管理区間）の対象区間においては、

河川整備計画において想定している整備計画目標流量を計画高水位以下で流すた

めに必要な対策を設定するものとする。 

・ 河川整備計画（知事管理区間）の対象区間においても、河川整備計画で目標とし

ている、戦後の代表洪水である昭和 22 年 9 月洪水が発生しても、家屋等浸水被

害を発生させず流下させるために必要な対策を設定するものとする。 

・ 検証要領細目に示されている河川を中心とした 12 方策、流域を中心とした 14

方策の合計 26 方策のうち、ダムを除く 25 方策について鳴瀬川流域への適用性

を検討する。 

 

鳴瀬川における各方策の検討の考え方について P4-17～P4-38 に示す。 
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1) ダムの有効活用 

 

既設のダムのかさ上げ、利水容量の買い上げ、操作ルールの見直し等により洪

水調節能力を増強、効率化させ、下流河川の流量を低減させる。 

 

（検討の考え方） 

鳴瀬川流域内の複数の既設ダムのうち、ダムの規模及び効果の期待できる区間

等を勘案しつつ、既設 2 ダムについて治水対策案への適用の可能性を検討する。

また、併せて検証対象ダムの再編、見直しを検討する。 

 

図 4-5 ダム計画の概要 

 

 

 

宮城県（供用中）  宮城県（建設中）  国土交通省（計画）  農林水産省（供用中）

漆沢ダム（S56 完成） 筒砂子ダム（イメージ）筒砂子ダム（イメージ） 二ツ石ダム（H21 完成）田川ダム（イメージ）

漆沢ダム貯水池容量配分

総貯水容量
18,000千m3

有効貯水容量
16,000千m3

サーチャージ水位 276.5m

洪水調節容量 9,500千m3

常時満水位 EL.261.5m

利水容量 6,500千m3
流水の正常な機能の維持 7,000千m3

上水道用水 2,100千m3

工業用水 1,400千m3

発電 (6,500千m3)

最低水位 EL.243.1m

堆砂容量 2,000千m3

基礎地盤 EL.203.0m

ダム高

80.0m

漆沢ダム貯水池容量配分

総貯水容量
18,000千m3

有効貯水容量
16,000千m3

サーチャージ水位 276.5m

洪水調節容量 9,500千m3

常時満水位 EL.261.5m

利水容量 6,500千m3
流水の正常な機能の維持 7,000千m3

上水道用水 2,100千m3

工業用水 1,400千m3

発電 (6,500千m3)

最低水位 EL.243.1m

堆砂容量 2,000千m3

基礎地盤 EL.203.0m

ダム高

80.0m 有効貯水容量
16,000千m3

サーチャージ水位 276.5m

洪水調節容量 9,500千m3

常時満水位 EL.261.5m

利水容量 6,500千m3
流水の正常な機能の維持 7,000千m3

上水道用水 2,100千m3

工業用水 1,400千m3

発電 (6,500千m3)

最低水位 EL.243.1m

堆砂容量 2,000千m3

基礎地盤 EL.203.0m

ダム高

80.0m 有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量 10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持 16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

ダム高

98.4m

筒砂子ダム貯水池容量配分

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量 10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持 16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

ダム高

98.4m 有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量 10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持 16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

ダム高

98.4m

筒砂子ダム貯水池容量配分

有効貯水容量
9,700千m3

総貯水容量
10,600千m3

常時満水位 239.0m

利水容量 9,700千m3

かんがい 9,700千m3

最低水位 EL.206.3m

堆砂容量 900千m3

基礎地盤 EL.173.0m

ダム高

70.5m

二ツ石ダム貯水池容量配分

有効貯水容量
9,700千m3

総貯水容量
10,600千m3

常時満水位 239.0m

利水容量 9,700千m3

かんがい 9,700千m3

最低水位 EL.206.3m

堆砂容量 900千m3

基礎地盤 EL.173.0m

ダム高

70.5m

二ツ石ダム貯水池容量配分

有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量 5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持 3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

ダム高

85.0m

田川ダム貯水池容量配分

有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量 5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持 3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

ダム高

85.0m 有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量 5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持 3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

ダム高

85.0m

田川ダム貯水池容量配分



4. 鳴瀬川総合開発事業及び筒砂子ダム建設事業検証に係る検討の内容～洪水調節の観点からの検討～ 

4-18 

2) 遊水地（調整池）等 

 

河川に沿った地域で洪水流量の一部を貯留し、下流のピーク流量を低減させ洪水

調節を行う。 

 

（検討の考え方） 

河道沿いで、市街地や住家、事業所等がある区域をなるべく避けるとともに、

地形の状況や地盤高、確保できる面積などを勘案し、なるべく貯留量を確保し効

果が期待できる箇所を選定し検討する。 

 

 

 

図 4-6 遊水地の設置が想定される区間 

方策の適用が想定される区域  
凡凡 例例

基準地点（治水・利水）基準地点（治水・利水）

主要地点主要地点

ダム（竣工・建設中・計画）ダム（竣工・建設中・計画）

■□
●

検証対象ダム検証対象ダム

完成堤完成堤

暫々堤暫々堤

【【 堤防整備状況堤防整備状況 】】

【【 整備計画メニュー整備計画メニュー：直轄河道整備分：直轄河道整備分】】
河道掘削区間河道掘削区間

＊全川の堤防完成化＊全川の堤防完成化

＊直轄区間：＊直轄区間：H22H22堤防堤防DBDBよりより
＊指定区間：＊指定区間：H15H15測量結果等より測量結果等より

未施工未施工
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3) 放水路（捷水路） 

 

河川の途中から分岐する新川を開削し、直接海、他の河川又は当該河川の下流に

流す水路である。河道のピーク流量を低減する効果があり、効果が発現する場所は

分流地点の下流である。 

 

（検討の考え方） 

河道改修の負担をなるべく軽減するには上流から分岐させることが必要であり、

治水効果の効率的な発現の観点から、既存河川へ直接排水する放水路とし、取

り得るルート案を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-7 想定される放水路 
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4) 河道の掘削 

 

河川の流下断面積を拡大して、河道の流下能力を向上させる。 

 

（検討の考え方） 

現計画で想定している河道改修に加えて、河道掘削により、流下断面積の拡大

を図る方策であり、流下断面、縦断方向の高水敷や河床の状況を踏まえ検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-8 河道掘削区間 

河道掘削想定区間(河川整備計画)
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5) 引堤 

 

堤防間の流下断面積を増大させるため、堤内地側に堤防を新築し、旧堤防を撤去

する。河道の流下能力を向上させる効果がある。 

 

（検討の考え方） 

現計画で想定している河道改修に加えて、引堤により流下断面積の拡大を図る

方策であり、家屋移転や用地補償、横断工作物、堤防の整備状況を踏まえ検討す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-9 引堤が想定される区間 
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6) 堤防のかさ上げ（モバイルレビーを含む） 

 

堤防の高さを上げることによって河道の流下能力を向上させる。 

 

（検討の考え方） 

現計画で想定している河道改修に加えて、堤防のかさ上げ（洪水時水位の上昇）

により流下断面積の拡大を図る方策であり、家屋移転や用地補償、横断工作物、

堤防の整備状況を踏まえ検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-10 堤防かさ上げが想定される区間 



4. 鳴瀬川総合開発事業及び筒砂子ダム建設事業検証に係る検討の内容～洪水調節の観点からの検討～ 

4-23 

7) 樹木伐採 

 

河道内の樹木群が繁茂している場合に、それらを伐採することにより、河道の流

下能力を向上させる。 

 

（検討の考え方） 

現計画で想定している河道掘削等と併せて樹木の伐採を実施するほか、どのよ

うな対策となった場合にも河道状況に応じた維持管理等による適切な樹木伐採が

必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-11 樹木の伐採による継続的管理イメージ図 

 

 

適切な管理を実施しなかった場合

適切な管理を実施

幼木の成長

樹林地の拡大

樹林地の密生化

外来種の侵入

・樹林地は拡大・密生化し、洪水時の水位上昇を引き起こす
・外来種の侵入により在来植物の割合が減少する 

・流下阻害にならないよう適正に管理し、樹木群の環境面
 の機能を考慮しつつ必要に応じて伐採を実施する 

樹林地拡大前に伐採必要に応じて伐採 

伐採後に外来種侵入がないよう配慮 

樹林地への土砂堆積により、水際環境が変化

河畔林などの保全に配慮しつつ必要に応じて樹木管理を実施
し、治水・環境面の機能を適正に維持

河畔林の環境面の機能の保全に
配慮しつつ必要に応じて伐採

樹林地への土砂堆積により、水際環境が変化

河畔林などの保全に配慮しつつ必要に応じて樹木管理を実施
し、治水・環境面の機能を適正に維持

河畔林の環境面の機能の保全に
配慮しつつ必要に応じて伐採
河畔林の環境面の機能の保全に
配慮しつつ必要に応じて伐採

 

適切な管理を実施しなかった場合

適切な管理を実施

幼木の成長

樹林地の拡大

樹林地の密生化

外来種の侵入

・樹林地は拡大・密生化し、洪水時の水位上昇を引き起こす
・外来種の侵入により在来植物の割合が減少する 

・流下阻害にならないよう適正に管理し、樹木群の環境面
 の機能を考慮しつつ必要に応じて伐採を実施する 

樹林地拡大前に伐採必要に応じて伐採 

伐採後に外来種侵入がないよう配慮 

樹林地への土砂堆積により、水際環境が変化

河畔林などの保全に配慮しつつ必要に応じて樹木管理を実施
し、治水・環境面の機能を適正に維持

河畔林の環境面の機能の保全に
配慮しつつ必要に応じて伐採

樹林地への土砂堆積により、水際環境が変化

河畔林などの保全に配慮しつつ必要に応じて樹木管理を実施
し、治水・環境面の機能を適正に維持

河畔林の環境面の機能の保全に
配慮しつつ必要に応じて伐採
河畔林の環境面の機能の保全に
配慮しつつ必要に応じて伐採

伐採した樹木伐採した樹木伐採した樹木伐採した樹木伐採した樹木 

現地にて植生・鳥類の有識者から現地にて植生・鳥類の有識者から

助言を受けている状況助言を受けている状況

現地にて植生・鳥類の有識者から現地にて植生・鳥類の有識者から

助言を受けている状況助言を受けている状況

現地にて植生・鳥類の有識者から

助言を受けている状況 
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8) 決壊しない堤防 

 

計画高水位以上の水位（堤防高より高い場合を含む）の流水に対して決壊しない

堤防である。仮に、現行の計画高水位以上でも決壊しない技術が確立されれば、河

道の流下能力を向上させることができる。 

 

（検討の考え方） 

鳴瀬川流域の堤防の状況等を勘案し、治水対策案への適用の可能性について検

討する。検証対象ダムを建設しない場合に増大する河道流量に対して、計画高水

位以上となる区間の延長は約 110km となる。 

 

 

9) 決壊しづらい堤防 

 

計画高水位以上の水位（堤防高より高い場合を含む）の流水に対しても急激に決

壊しないような粘り強い構造の堤防である。技術的に可能となるなら、洪水発生時

の危機管理の面から、避難するための時間を増加させる効果がある。 

 

（検討の考え方） 

鳴瀬川流域の堤防の状況等を勘案し、治水対策案への適用の可能性について検

討する。検証対象ダムを建設しない場合に増大する河道流量に対して、計画高水

位以上となる区間の延長は約 110km となる。 
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10) 高規格堤防 

 

通常の堤防より堤内地側の堤防幅が非常に広い堤防である。 

なお、全区間の整備が完了すると、結果的に計画高水流量以上の流量が流下する。

 

（検討の考え方） 

現状の鳴瀬川での河道整備や沿川の土地利用状況等を踏まえて、土地所有者等

の理解と協力の可能性を勘案し、治水対策案への適用の可能性について検討する。 

 

 

図 4-12 高規格堤防イメージ図 

高規格堤防による盛土
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11) 排水機場 

 

自然流下排水の困難な地盤の低い地域で、堤防を越えて強制的に内水を排水する

ためのポンプを有する施設である。 

堤防のかさ上げが行われ、本川水位の上昇が想定される場合には、内水対策の強

化として排水機場の設置、能力増強が必要になる場合があることに留意する。 

 

（検討の考え方） 

現状の鳴瀬川での土地利用状況や排水機場の整備状況等を踏まえて、治水対策

案への適用の可能性について検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4-3 鈴根五郎排水機場（鳴瀬川） 

 

 

図 4-13 排水機場イメージ図 
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12) 雨水貯留施設 

 

都市部等における保水機能の維持のために、雨水を貯留させるために設けられる

施設である。 

 

（検討の考え方） 

鳴瀬川流域では、雨水貯留が見込める施設を流域内の建物用地を対象として検

討する。 

 

 

図 4-14 雨水貯留施設イメージ図 
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13) 雨水浸透施設 

 

都市部等における保水機能の維持のために、雨水を浸透させるために設けられる

施設である。 

 

（検討の考え方） 

鳴瀬川流域では、雨水浸透対策が有効な密集した市街地等は限定されるものの、

流域内に透水性舗装を敷設することや人口集中地区の各戸に浸透ますを設置する

こととして検討する。 

 

 

図 4-15 雨水浸透施設イメージ図
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14) 遊水機能を有する土地の保全 

 

河道に隣接し、洪水時に河川水があふれるか又は逆流して洪水の一部を貯留し、

自然に洪水を調節する作用を有する池、沼沢、低湿地等である。現況を保全するこ

とによって、遊水機能を保持することが可能となる。 

 

（検討の考え方） 

鳴瀬川では、段階的な築堤を実施している暫定堤防区間が存在することから、

暫定堤防区間を保全し、遊水に対して家屋浸水を防止する方策と組み合わせて検

討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-16 鳴瀬川の堤防整備状況 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H21末

整備計画

完成堤

暫定堤

未施工

鳴瀬川堤防整備状況（国管理及び県管理）

44.6%(L=50.4km) 55.4%(L=62.7km)

95.0%(L=107.5km)

5.0%(L=5.6km)

河川整備計画

Ｈ21末

堤 防 整 備 状 況 か

ら、鳴瀬川の堤防

は、現時点で連続

堤防である。 

凡凡 例例

基準地点（治水・利水）基準地点（治水・利水）

主要地点主要地点

■□
●

検証対象ダム検証対象ダム

完成堤完成堤

暫定堤暫定堤

【【 堤防整備状況堤防整備状況 】】

【【 整備計画メニュー整備計画メニュー】】
河道掘削区間河道掘削区間

＊全川の堤防完成化＊全川の堤防完成化

未施工未施工
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15) 部分的に低い堤防の存置 

 

下流のはん濫防止等のため、通常の堤防よりも部分的に高さを低くしておく堤防

であり、「洗堰」、「野越し」と呼ばれる場合がある。現況を保全することによって、

遊水機能を保持することが可能となる。 

 

（検討の考え方） 

鳴瀬川では、段階的な築堤を実施している暫定堤防区間が存在することから、

暫定堤防区間を存置し、越水に対して家屋浸水を防止する方策と組み合わせて検

討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-17 鳴瀬川の堤防整備状況 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H21末

整備計画

完成堤

暫定堤

未施工

鳴瀬川堤防整備状況（国管理及び県管理）

44.6%(L=50.4km) 55.4%(L=62.7km)

95.0%(L=107.5km)

5.0%(L=5.6km)

河川整備計画

Ｈ21末

堤 防 整 備 状 況 か

ら、鳴瀬川の堤防

は、現時点で連続

堤防である。 

凡凡 例例

基準地点（治水・利水）基準地点（治水・利水）

主要地点主要地点

■□
●

検証対象ダム検証対象ダム

完成堤完成堤

暫定堤暫定堤

【【 堤防整備状況堤防整備状況 】】

【【 整備計画メニュー整備計画メニュー】】
河道掘削区間河道掘削区間

＊全川の堤防完成化＊全川の堤防完成化

未施工未施工
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16) 霞堤の存置 

 

急流河川において比較的多い不連続堤である。上流部の堤防の決壊等によるはん

濫流を河道に戻す、洪水の一部を一時的に貯留するなどといった機能がある。現況

を保全することによって、遊水機能を保持することが可能となる。 

 

（検討の考え方） 

現状の鳴瀬川での霞堤の存在状況、土地利用状況等を踏まえて、治水対策案へ

の適用の可能性について検討する。 

 

17) 輪中堤 

 

ある特定の区域を洪水の氾濫から防御するため、その周囲を囲んで設けられた堤

防である。他の方策（遊水機能を有する土地の保全等）と併せて対策が行われれば、

下流の河道流量が低減する場合がある。 

 

（検討の考え方） 

鳴瀬川の堤防整備状況は、完成堤及び暫定堤となっており無堤区間が存在しな

いため、特定の区域で特定の集落を防御する輪中堤の対象となる集落はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-18 流域の状況 

 

凡凡 例例

基準地点（治水・利水）基準地点（治水・利水）

主要地点主要地点

■□
●

検証対象ダム検証対象ダム

完成堤完成堤

暫定堤暫定堤

【【 堤防整備状況堤防整備状況 】】

【【 整備計画メニュー整備計画メニュー】】
河道掘削区間河道掘削区間

＊全川の堤防完成化＊全川の堤防完成化

未施工未施工
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18) 二線堤 

 

本堤背後の堤内地に築造される堤防であり、控え堤、二番堤ともいう。なお、他

の方策（遊水機能を有する土地の保全等）と併せて対策が行われれば、下流の河道

流量が低減する場合がある。 

 

（検討の考え方） 

鳴瀬川の堤防整備状況等から、14) 遊水機能を有する土地の保全、15) 部分的に

低い堤防の存置、21) 土地利用規制との組合せが想定される。暫定堤防区間の存置

と併せ、越水に対して家屋浸水を防止する方策として検討する。 
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洪水により河川がはん濫した場合、はん濫の拡大を最小限にとどめると共に緊急時におけ
る救援、復旧活動等が迅速にできるよう、二線堤と管理用道路を整備している。二線堤は道
路機能も兼ねられることから、国道346号バイパスとの兼用施設として計画されている。これ
までの整備により現時点ではん濫の拡大から市街地を守る効果が発揮できる状況まで進んで
いる。

また、災害時の救助や復旧などの活動を迅速、確実に行うためのヘリポートや緊急避難地
も併せて整備している。

吉田川

鳴瀬川

吉田川

鳴瀬川

■ 参考事例：水害に強いまちづくり事業（鳴瀬川水系吉田川：大臣管理区間）
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る救援、復旧活動等が迅速にできるよう、二線堤と管理用道路を整備している。二線堤は道
路機能も兼ねられることから、国道346号バイパスとの兼用施設として計画されている。これ
までの整備により現時点ではん濫の拡大から市街地を守る効果が発揮できる状況まで進んで
いる。

また、災害時の救助や復旧などの活動を迅速、確実に行うためのヘリポートや緊急避難地
も併せて整備している。

吉田川

鳴瀬川

吉田川

鳴瀬川

■ 参考事例：水害に強いまちづくり事業（鳴瀬川水系吉田川：大臣管理区間）
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19) 樹林帯等 

 

堤防の治水上の機能を維持増進し、又は洪水流を緩和するよう、堤内の土地に堤

防に沿って設置された帯状の樹林等である。 

 

（検討の考え方） 

現状の鳴瀬川での土地利用状況等を踏まえて、樹林帯による破堤はん濫時の洪

水流緩和、堤防決壊の拡大の抑止等の機能について検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-19 樹林帯イメージ図 
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20) 宅地のかさ上げ、ピロティ建築等 

 

盛土して宅地の地盤高を高くしたり、建築構造を工夫したりすることによって、

浸水被害の抑制等を図る。なお、他の方策（遊水機能を有する土地の保全等）と併

せて対策が行われれば、下流の河道流量が低減する場合がある。 

 

（検討の考え方） 

鳴瀬川では、段階的な築堤を実施している暫定堤防区間が存在することから

（P4-29 参照）、鳴瀬川沿いに点在する集落の建物等をかさ上げし、14) 遊水機能

を有する土地の保全、15) 部分的に低い堤防の存置、21) 土地利用規制と組み合わ

せ、遊水に対して家屋浸水を防止する方策として検討する。 

 

 
ピロティ建築に関する助成制度の事例（東京都中野区）         引用：東京都中野区ホームページ 

 平成 17 年 8 月及び 9 月の集中豪雨や台風等による大規模な浸水被害の発生を受け、平成 17 年 12

月 1 日より、浸水被害を未然に防いだり、被害を軽くしたりするために、住宅高床工事（既存の住宅の床

を上げる工事、新築時に高床式で建てる工事）の費用の一部を補助する制度 

図 4-20 ピロティ建築の事例 

 

神奈川県横浜市鶴見区 福井県福井市 

※１階部分をピロティ（高床構造）とし駐車場などに利用することで、浸水時の被害を軽減 
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21) 土地利用規制 

 

浸水頻度や浸水のおそれが高い地域において、土地利用の規制・誘導によって被

害を抑制する。規制等により土地利用の現況を維持することで、浸水頻度や浸水の

おそれが高い地域への更なる資産の集中を抑制することが可能となる。なお、他の

方策（遊水機能を有する土地の保全等）と併せて対策が行われれば、下流の河道流

量が低減する場合がある。 

 

（検討の考え方） 

浸水実績のある地域、浸水の予想される地域において、災害危険区域の指定、

市街化の拡大防止、土地利用の規制、誘導によって被害を抑制する方策である。 

鳴瀬川において段階的な築堤を実施している暫定堤防区間と未施工区間とが存

在することから、14) 遊水機能を有する土地の保全、15) 部分的に低い堤防の存置

との組合せが想定される。中流部に存在する未施工区間の保全及び暫定堤の存置

とあわせ、遊水、越水による家屋浸水を防止する方策として検討する。 
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22) 水田等の保全 

 

雨水を一時貯留したり、地下に浸透させたりするという水田の機能を保全するこ

とである。 

なお、治水上の機能を向上させるためには、落水口の改造工事等や治水機能を継

続的に維持し、降雨時に機能させていくための措置が必要となる。 

 

（検討の考え方） 

流域内の水田の畦畔をかさ上げし、雨水を一時貯留する機能を強化し、また流

域内のため池の貯水容量を洪水対策に活用することにより雨水を貯留することを

検討する。 

鳴瀬川流域には、農業用ため池等が 25 個所、集水面積約 30km2、容量約 381

万 m3 が存在している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-21 水田の貯留効果の仮定 

鳴瀬川流域の「田（湿田、乾田、沼田、蓮田含み）※」面積は、約 190 ㎞ 2 で、流域面積の 24％を 

占める。 

※国土数値情報 土地利用 3 次メッシュデータ（平成 18 年）における  「田（湿田、乾田、

沼田、蓮田含み）」の面積。水田以外を含む。 

 

 

＜水田の貯留機能の仮定＞＜水田の貯留機能の仮定＞
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23) 森林の保全 

 

主に森林土壌の働きにより、雨水を地中に浸透させ、ゆっくりと流出させるとい

う森林の涵養機能を保全することである。 

 

（検討の考え方） 

森林保全による治水効果の定量化の現状や鳴瀬川流域における森林の現状を踏

まえて、治水対策案への適用の可能性について検討する。 

 

 

 

図 4-22 流域の森林の状況 

 

王城寺原演習場

鳴瀬川流域
吉田川

鳴瀬川

鳴瀬川浸水想定区域（国管理川沿い） 
・浸水面積  ：約１４,１00ha 

・浸水世帯数：約18,700世帯

「国土数値情報 土地利用 3 次メッシュデータ(平成 18 年)」より 
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24) 洪水の予測、情報の提供等 

 

洪水時に住民が的確で安全に避難できるように、洪水の予測や情報の提供等を行

い、被害の軽減を図る。 

 

（検討の考え方） 

洪水予測、情報提供等の状況、洪水時の警戒避難、被害軽減対策の現状を踏ま

えて、治水対策案への適用の可能性について検討する。 

 

 

 

25) 水害保険等 

 

家屋、家財の資産について、水害に備えるための損害保険である。はん濫した区

域において、個人や個別の土地等の被害軽減を図る対策として、水害の被害額の補

填が可能となる。 

 

（検討の考え方） 

洪水被害が発生した場合に、水害保険等で補償等ができるような制度の構築等

を図る方策であり、治水対策案への適用の可能性について検討する。 
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(2) 治水対策案の鳴瀬川流域への適用性 

26 方策の鳴瀬川流域への適用性について検討した結果を表 4-7 に示す。 

8）決壊しない堤防、9）決壊しづらい堤防、10）高規格堤防、11）排水機場、14）

遊水機能を有する土地の保全、16）霞堤の存置、17）輪中堤、19）樹林帯等、25）水

害保険等の 9 方策を除く 17 方策において検討を行うこととした。 

表 4-7  26 方策の鳴瀬川への適用性 
 「ダム事業の検証に係る検討

に関 する再 評 価 実 施 要 領
細目」で示されている方策  

26 方策の概要  鳴瀬川流域への適用性  

ダム（現計画）  河川を横過して流水を貯留することを目的
とした構造物。ピーク流量を低減。 

 河川整備計画で設定している鳴瀬川総合開発事業及
び筒砂子ダム建設事業を含む治水対策案を検討  

１．ダムの有効活用   既設ダムのかさ上げ等により有効活用。ピ
ーク流量を低減。 

 流域内の既設ダム（漆沢ダム）の再開発、田川ダム、筒
砂子ダムの容量見直し、再編などについて検討。 

２．遊水地（調節池）等   洪水の一部を貯留する施設。ピーク流量を
低減。 

 沿川で貯留効 果 が期待でき、家屋 移転 等の社会 的 な
影響ができるだけ少ない複数の候補地を選定して検討。

３．放水路（捷水路）  放水路により洪水の一部を分派する。ピー
ク流量を低減。 

 治水効果を発揮でき、隣接する河川等 (高城川、定川、
その他の水路等 )の複数のルートを検討  

４．河道の掘削   河道の掘削により河川の流下 断 面積を拡
大する。流下能力を向上。 

 流下断面、縦断方向の高水敷や河床の状況を踏 まえ
検討。 

５．引堤  
 堤防を背後地の居住地側に移設・新設し、
河 川 の断 面 積 を拡 大 する。 流 下 能 力 を向
上。 

 家屋移転や用地補償、横断工作物、堤防の整備状況
を踏まえて検討。 

６．堤防のかさ上げ  堤防の高さを上げて、河川の流下断面積を
拡大する。流下能力を向上。 

 家屋移転や用地補償、横断工作物、堤防の整備状況
を踏まえて検討。 

７．樹木伐採   河道内に繁茂した樹木を伐採。流下能力を
向上。 

 河道 内 樹 木の状 況や伐 採の実 績を踏まえて、河 道管
理の観点から樹木群の拡大防止を継続的に実施。 

８．決壊しない堤防   決壊しない堤防の整備により避難の準備・
移動時間を確保。 

 長大な堤防については、経済的、社会的な課題を解決
しなければならない。仮に計画高水位以上でも決壊しな
い技術が確立されれば、河道の流下能力を向上させるこ
とができる。 

９．決壊しづらい堤防   決 壊 しづらい堤 防 の整 備 により避 難 の準
備・移動時間を確保。 

 長大な堤防については、経済的、社会的な課題を解決
しなければならない。また、堤防を決壊する可能性が残
り、流下能力の確実な向上を見込むことは困難で、今後
調査研究が必要である。 

10．高規格堤防   通 常 の堤 防 より堤 内 地 側 の堤 防 幅 を広 く
し、洪水時の避難地としても利用。 

 沿川の背後地に、都市の開発計画や再開発計画がな
く、効率的に整備できる該当箇所がない。 

河  
川  
を 
中  
心  
と 
し 
た 
対  
策  

11．排水機場   排水機場により内水対策を行うもの。  排水機場は内水被害軽減のみの効果があり、河川流
量の低減効果はない。 

12．雨水貯留施設   雨水貯留施設を設置。ピーク流量を低減す
る場合がある。  流域内の建物用地を対象として検討。 

13．雨水浸透施設   雨水浸透施設を設置。ピーク流量を低減す
る場合がある。  流域内の人口集中地区を対象として検討。 

14．遊 水 機 能 を有 する土 地
の保全  

 遊水機能を有する土地を保全する。遊水に
よりピーク流量が低減される場合がある。 

 はん濫すると広範囲に拡散し、長期間滞留する地形で
あるため、遊水機能を有する土地が無い。 

15．部 分 的 に低 い堤 防 の存
置  

 通常の堤防よりも部分的に高さを低くしてお
く堤防を存置する。閲す井によりピーク流量
が低減させる場合がある。 

 暫定堤防区間を存置し、遊水に対して家屋浸水を防止
する方策と組み合わせて検討。 

16．霞堤の存置   霞堤を存置し洪水の一部を貯留する。ピー
ク流量を低減する場合がある。  連続した堤防の整備が進んでおり、霞堤は現存しない。

17．輪中堤   輪中堤により家 屋や集落の浸 水 被害を防
止する。 

 鳴瀬川の堤防整備状況は、完成堤及び暫定堤となって
おり、特定の区域で特定の集落を防御する輪中堤の対
象となる集落はない。 

18．二線堤   堤 防 の背 後 地 に堤 防 を設 置 する。洪 水 は
ん濫の拡大を防止。  部分的に低い堤防の存置と組合せた対策として検討。

19．樹林帯等   堤 防 の背 後 地 に帯 状 の樹 林 を設 置 する。
堤防決壊時のはん濫の拡大を抑制。  沿川に現状の樹林帯がない。 

20．宅 地 のかさ上 げ、ピロテ
ィ建築等  

 宅地の地盤高を高くしたり、ピロティ建築に
する。浸水被害を軽減。  部分的に低い堤防の存置と組合せた対策として検討。

21．土地利用規制  
 災害危険区域設定等により土地利用を規
制することで新たな資産形成を抑制し、浸水
被害発生を回避。 

 部分的に低い堤防の存置と組合せた対策として検討。

22．水田等の保全   水田等の保全により、雨水を貯留し、流出
を抑制する。  流域内の水田畦畔をかさ上げし、貯留することを検討。

23．森林の保全   森林 保 全により雨 水浸 透の機能 を保全 す
る。 

 流域の森林面積は約 7 割あり、現状の森林機能維持
に向けた努力を継続。 

24．洪 水 の予 測 、情 報 の提
供等  

 洪水の予測・情報提供により被害の軽減を
図る。 

 災害時の被害軽減等の観点から推進を図る努力を継
続。 

流  
域  
を 
中  
心  
と 
し 
た 
対  
策  

25．水害保険等   水害保険により被害額の補填が可能。 
 河川整備水 準に基づく保険料等の設定が可能であれ
ば、土地利用誘導・建築方式対応等の手法として検討
することができる。 

 
    組み合わせの対象とする方策  
    
    河道・流域管理、災害時の被害軽減の観点から全てに共通の方策  
    
    今回の検討において組み合わせの対象としなかった方策  
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4.3.3.2 複数の治水対策案の立案 

 

（1）治水対策案の組み合わせの考え方 

複数の治水対策案の概略評価の検討において検証要領細目で示された方策のうち、

鳴瀬川流域の地形、地域条件、既存施設を踏まえ、鳴瀬川流域に適用可能な 17 方

策を組み合わせて、できる限り幅広い治水対策案を立案する。｢河道内の樹木伐採｣、

「森林の保全」、「洪水の予測、情報の提供等」については、流出抑制や災害時の被

害軽減等に資するものとして、河道、流域管理等の観点からその推進を図る努力を

継続することとする。 

代表的な方策別に分類し、治水対策案を検討した。各分類の考え方は以下のとお

りである。 

分類０：河道改修を中心とした治水対策案 

鳴瀬川流域では河道掘削や築堤による河道改修を中心に河川整備を実施しており、河道改

修のみによる治水対策案を検討する。 

関連する方策※：河道の掘削、引堤、堤防のかさ上げ 

分類１：既設ダムの活用、検証対象ダムの再編による治水対策案 

鳴瀬川流域には、２つの既設ダム（漆沢ダム、二ツ石ダム）があるほか、鳴瀬川総合開発、

筒砂子ダムの２つのダムが検証対象となっていることから、既設ダム活用および検証対象ダ

ムの再編を取り入れた治水対策案を検討する。 

関連する方策※：ダム（現計画）、ダムの有効活用 

分類２：新たな施設による治水対策案 

鳴瀬川流域において、河道のピーク流量を低減させる効果がある遊水地、放水路等施設を

設置する治水対策案を検討する。 

関連する方策※：遊水地（調節池）等、放水路（捷水路） 

分類３：流域を中心とした対策を取り入れた治水対策案 

鳴瀬川流域では、堤防が完成していない区間が残っている一方で、昭和 61 年のはん濫被害

を契機として二線堤整備を実施中であり、現在の整備状況を踏まえて、二線堤を取り入れた

治水対策を検討する。また、市街地が点在・分布するとともに広大な水田も広がっているこ

とから、雨水貯留・浸透や水田等の保全を取り入れた治水対策も検討する。 

関連する方策※：雨水貯留施設、雨水浸透施設、部分的に低い堤防の存置、二線堤、宅地の

かさ上げ・ピロティ建築等、土地利用規制、水田等の保全 

※「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」で示されている方策 
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（2）治水対策案の立案 

 

1)  河道改修を中心とした治水対策案（分類０） 

河道改修を中心とした治水対策は、検証要領細目に示されているとおり、河道の

掘削、引堤、堤防のかさ上げが考えられる。 

よって、河川整備計画において設定している目標流量に対し、検証対象の 2 ダム

とも建設しないとした場合、河川整備計画の河道改修で不足する流量分については

河川整備計画での河道改修に加えて更なる河道改修で対応するものとし、河道掘削

により対応する案をケース５、引堤で対応する案をケース６、堤防かさ上げで対応

する案をケース７とし検討する。 

 

 

図 4-23 河道改修による治水対策 

 

◆ケース 5：河道掘削（河川整備計画の河道改修で不足する流量分を「河道掘削」で対応）

◆ケース 6：引堤（河川整備計画の河道改修で不足する流量分を「引堤」で対応）  
◆ケース 7：堤防のかさ上げ（河川整備計画の河道改修で不足する流量分を「堤防のかさ

上げ」で対応）  

※ケース 5～7 は、河川整備計画までの河道掘削、築堤を想定したうえで、不足量をさらなる河道

掘削、河道引堤、堤防かさ上げにより対策することを想定。 

※他のケースで河道改修を組み合わせる場合は、コスト面で優位な河道掘削案と組み合わせ、各

ケースの河道配分流量に対応した河道掘削を想定する。 

 

 

＜河道掘削＞ 
既 設 ダ ム に よ る 洪 水

調節後の河道 配分流量

に対し、河川整備計画に

基づく河道改修 に加え、

さらに河 道 掘 削 により対

応する案  

＜引堤＞ 
既 設 ダ ムによ る洪 水

調節後の河道配分流量

に 対 し、 河 川 整 備 計 画

に基 づく 河 道 改 修 に 加

え、引堤により対応する

案  

＜堤防かさ上げ＞ 
既 設 ダ ム に よ る 洪 水

調節後の河道配分流量

に対し、河川整備計画に

基づく河道改修に加え、

堤防かさ上げにより対応

する案  

ケース５ ケース６ ケース７ 

河道改修による対策  

（1,400） （2,400） （1,600）

※（ ）書きは事業費＜単位：億円＞
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2)  既設ダムの活用、検証対象ダムの再編による治水対策案（分類１） 

鳴瀬川流域には、既設の 2 ダム（漆沢ダム、二ツ石ダム）の他、検証対象の 2 ダ

ム（田川ダム及び洪水導水路、筒砂子ダム）があり、既設ダムの活用、検証対象ダ

ムの再編を取り入れた治水対策案を検討する。 

検証対象の 2 ダムについては、いずれのダムも工事着手前であり、技術的にも現

計画以上にダム規模を拡大することが可能と想定されることから、いずれか一方の

ダム単独案の他に、検証対象の 2 ダムについて、それぞれ一方のダムの規模を拡大

して建設する場合を検討する。田川ダムを建設する案をケース 2-1①及び 2-1②とし、

筒砂子ダムを建設する案をケース 2-2①及び 2-2②とする。 

既設の 2 ダム（漆沢ダム、二ツ石ダム）については、いずれも他ダムとの間で容

量の振替を検討することが可能である。また、いずれかのダムをかさ上げし、既存

容量を増強する案については、技術的にかさ上げが可能と想定される漆沢ダムをか

さ上げするものとする。漆沢ダムかさ上げを含む案をケース 4-1①、さらに二ツ石

ダム容量振替と組み合わせた案をケース 4-1②とし、漆沢ダム容量振替を含む案を

ケース 4-2①、さらに二ツ石ダム容量振替と組み合わせた案をケース 4-2②とする。 

また、既設ダムの活用と検証対象ダムの再編による治水対策案について、ア検証

対象ダムの再編による治水対策案＜ケース２＞では筒砂子ダムを建設するケースが

有利であり、ウ既存ダムの活用については漆沢ダムのかさ上げや容量振替とするケ

ースがコスト面で有利であることを踏まえ、これらを組み合わた案をケース 3-1、

3-2 及び 3-3 として検討する。 

 

図 4-24 既設ダムの有効活用及び検証対象ダムの再編による治水対策 

検証対象ダムの再編  既設ダムの活用  

・２つのうち、いず

れかのダムを建

設する案  

・２つのうち、いずれかの

ダムを規 模 拡 大 して建

設する案  

・ダムの利水容量を振替

する案  
・２つのうち、いずれかのダ

ムをかさ上げする案  

検証ダムの再編で優位な案  既設ダムの活用で優位な案  

・既設ダムの活用と検証対象ダムの再編のそれぞれ優位な案を組合せた案  
・活用と再編を同時に考慮して効率化が図られるか検討した案  

ア 検証対象ダムの再編による治

水対策案  ＜ケース２＞ 
イ 既 設 ダムの活 用 と検 証 対 象 ダムの

再編による治水対策案 ＜ケース３＞ 
ウ 既設ダムの活用  

＜ケース４＞ 

・田川ダム及び洪水導水路  
・筒砂子ダム 

・漆沢ダム 
・二ツ石ダム 

田
川
ダ
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水
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水
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と
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容
量
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替

2-1①  2-1②  2-2②  2-2① 3-1 3-2 3-3 4-1① 4-1②  4-2①  4-2②

（1,500）
※（ ）書きは事業費＜単位：億円＞

（1,700）（1,200）（1,300） （1,600） （1,400） （1,100） （1,700）（1,800）（1,800）（1,900）
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ア 検証対象ダムの再編による治水対策案 

田川ダム及び洪水導水路と筒砂子ダムの他、さらに田川ダム及び洪水導水路と

筒砂子ダムのそれぞれを現計画よりも規模を拡大して建設し、河川整備計画の河

道改修で不足する流量分については、河川整備計画での河道改修に加えて更なる

河道掘削で対応する案を検討する。 

◆ケース 2-1①：田川ダム及び洪水導水路＋河道掘削  
◆ケース 2-1②：田川ダム及び洪水導水路＋筒砂子川からの洪水導水路＋河道掘削  
◆ケース 2-2①：筒砂子ダム＋河道掘削  
◆ケース 2-2②：筒砂子ダム＋田川からの洪水導水路＋河道掘削  

※河道改修は、河道改修を中心とした治水対策案（分類０）のうち、コスト面で優位なケース 5

により河道配分流量に応じた河道掘削で対策を想定。 

※ケース 2-1②、ケース 2-2②は、他流域から洪水導水を行い、検証ダムをかさ上げして、洪水調

節機能の向上を図る対策を想定。 

 

イ 既設ダムの活用と検証対象ダムの再編による治水対策案 

既設の漆沢ダムをかさ上げ又は利水容量を治水容量に振替（治水専用化）する

とともに、検証対象ダムの 2 ダムのうち、筒砂子ダムのみを建設し、河川整備計

画の河道改修で不足する流量分については、河川整備計画での河道改修に加えて

更なる河道掘削で対応する案を検討する。 

◆ケース 3-1：筒砂子ダム＋漆沢ダムのかさ上げ＋河道掘削  
◆ケース 3-2：筒砂子ダム＋漆沢ダムの容量振替（治水専用化）＋河道掘削  
◆ケース 3-3：筒砂子ダムかさ上げ＋漆沢ダムの容量振替（治水専用化）＋河道掘削  

※河道改修は、河道改修を中心とした治水対策案（分類０）のうち、コスト面で優位なケース 5

により河道配分流量に応じた河道掘削で対策を想定。 

※「ア検証対象ダムの再編による治水対策」のうち、コスト面で優位なケース 2-2①と組み合わ

せて対策を想定。 

※「ウ既設ダムの活用」のうち、コスト面で優位なケース 4-1①とケース 4-2②と組み合わせて対

策を想定。 

※ケース 3-1 は、ケース 2-2①とケース 4-1①を組み合わせた対策を想定。 

※ケース 3-2 は、ケース 2-2①とケース 4-2①を組み合わせた対策を想定（利水代替施設をダム以

外で想定）。 

※ケース 3-3 は、ケース 2-2①とケース 4-2①を組み合わせた対策を想定（利水代替施設をダムで

想定）。 

  

ウ 既設ダムの活用 

既設の漆沢ダムのかさ上げ又は、既設の漆沢ダムと二ツ石ダムの利水容量を治

水容量に振替（治水専用化）し、河川整備計画の河道改修で不足する流量分につ

いては、河川整備計画での河道改修に加えて更なる河道掘削で対応する案を検討

する。 

◆ケース 4-1①：漆沢ダムのかさ上げ＋河道掘削 

◆ケース 4-1②：漆沢ダムのかさ上げ＋二ツ石ダムの容量振替＋河道掘削 

◆ケース 4-2①：漆沢ダムの容量振替（治水専用化）＋河道掘削 

◆ケース 4-2②：漆沢ダムの容量振替（治水専用化）＋既設二ツ石ダムの容量振替 

＋河道掘削 

※河道改修は、河道改修を中心とした治水対策案（分類０）のうち、コスト面で優位なケース 5

により河道配分流量に応じた河道掘削で対策を想定。 
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※ケース 4-1①は、漆沢ダムをかさ上げし新たに約 260万 m3の治水容量を確保する対策案を想定。 

※ケース 4-1②は、ケース 4-1①と二ツ石ダムの利水容量 970 万 m3 の内 460 万 m3 を治水容量に振

り替えて組み合わせた対策を想定（利水代替施設をダム以外で想定）。 

※ケース 4-2①は、漆沢ダムの利水容量 650 万 m3 を治水容量に振り替えて治水専用化とする対策

を想定（利水代替施設をダム以外で想定）。 

※ケース 4-2②は、ケース 4-2①と二ツ石ダムの利水容量 970 万 m3 の内 460 万 m3 を治水容量に振

り替えて組み合わせた対策を想定（利水代替施設をダム以外で想定）。 

 

3)  新たな施設による治水対策案（分類２） 

新たな施設による治水対策は、検証要領細に示されているとおり、遊水地と放水

路が考えられる。 

よって、河川整備計画において想定している洪水に対し、新たな遊水地の建設に

より洪水調節する案をケース８、放水路で分水する案をケース９とする。なお、河

川整備計画の河道改修で不足する流量分については、河川整備計画での河道改修に

加えて更なる河道掘削で対応する案を検討する。 

 

 

図 4-25 新たな施設による治水対策（河道改修との組合せ） 

 

◆ケース 8：遊水地＋河道掘削  
◆ケース 9：放水路＋河道掘削  

※河道改修は、河道改修を中心とした治水対策案（分類０）のうち、コスト面で優位なケース 5

により河道配分流量に応じた河道掘削で対策を想定。 

※「遊水地」は、家屋移転、地形、発現効果等を勘案して支川花川合流点まで下流に 3 箇所を想

定。 

※「放水路」は、地形、発現効果、経済性等を勘案して木間塚から定川への放水路を想定。 

※他の方策と組み合わせる場合、コスト面で優位なケース８遊水地案により各ケースの対策を想

定。 

 

＜遊水地＞ 

既 設 ダムと遊 水 地 による

洪 水 調 節 を実 施 し、河 道 配

分流量に応じた河道改修に

より対応する案  

＜放水路＞ 

既設ダムによる洪水調節

と放水路による分水を実施

し、河道配 分流 量に応じた

河道改修により対応する案

ケース８ ケース９ 

新たな施設による対策  

※（ ）書きは事業費＜単位：億円＞

（1,600）
（2,100）
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4)  流域を中心とした対策を取り入れた治水対策案（分類３） 

流域を中心とした対策を取り入れた治水対策案は、検証要領細目に示されている

とおり、部分的に低い堤防の存置、二線堤、宅地かさ上げ・ピロティ建築等、雨水

貯留施設、雨水浸透施設、土地利用規制、水田等の保全が考えられる。「ア部分的に

低い堤防の存置」については、遊水機能を有する土地の保全として二線堤や宅地か

さ上げを組み合わせた案と、「イ雨水貯留施設、雨水浸透施設、水田等の保全、ため

池の活用」を組み合わせた案を検討する。 

よって、河川整備計画において想定している洪水に対し、部分的に低い堤防の存

置と二線堤と組み合わせで洪水調節する案をケース 11、部分的に低い堤防の存置と

宅地かさ上げ・ピロティ建築等を組み合わせで洪水調節する案をケース 12、その他

の雨水貯留施設、雨水浸透施設、水田等の保全、ため池の活用で洪水調節する案を

ケース 13 とする。 

 

 

図 4-26 流域を中心とした対策（河道改修との組合せ） 

ア 部分的に低い堤防の存置、二線堤、宅地かさ上げ等による治水対策案（河道

改修との組合せ） 

部分的に低い堤防を存置する箇所は、できるだけ長い区間にわたって流量を低

減する効果が期待できることを考慮し、考えられる箇所のうち最も上流に位置す

る 37km 付近左岸とする。 

河川整備計画において想定している洪水に対し、37km 付近左岸地点において越

水することで河道流量が低減することを見込むとともに、当該地点での越水区域

においては二線堤、宅地かさ上げ、土地利用規制等によって家屋浸水を防止する

方策を実施する。なお、河川整備計画の河道改修で不足する流量分については、

河川整備計画での河道改修に加えて更なる河道掘削で対応する案を検討する。 

◆ケース 11：部分的に低い堤防の存置＋二線堤＋土地利用規制＋河道掘削  
◆ケース 12：部分的に低い堤防の存置＋宅地のかさ上げ、ピロティ建築等  

                   ＋土地利用規制＋河道掘削  

※河道改修は、河道改修を中心とした治水対策案（分類０）のうち、コスト面で優位なケース 5

により河道配分流量に応じた河道掘削で対策を想定。 

※部分的に低い堤防の存置による対策は、はん濫区域の対策に違いがあるが、他の対策と組み合

わせる場合はケース 11、ケース 12 の比較で優位となる対策を組み合わせる。 

ア 部分的に低い堤防の存置  

＜二線堤等との組合せ＞ 

はん濫に対して二線堤により

家屋被害を防御する案  

＜宅地かさ上げ等との組合せ＞ 

はん濫 に対 して宅 地 かさ上 げ等

により被害軽減を図る案  

ケース１１ ケース１２ 

イ 雨水貯留施設、雨水浸透施設、 

水田等の保全、ため池の活用  

ケース１３ 

※（ ）書きは事業費＜単位：億円
（1,400） （1,300）

（1,700）
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イ 雨水貯留・浸透施設、水田等の保全による治水対策案（河道改修との組合せ） 

建物用地面積に応じた雨水貯留施設、ＤＩＤ地区に雨水浸透施設、水田の畦畔

をかさ上げする水田貯留、ため池の活用等が考えられる。 

河川整備計画において想定している洪水に対し、雨水貯留施設・雨水浸透施設、

水田等の保全により、流出量を抑制することを見込むこととする。なお、河川整

備計画の河道改修で不足する流量分については、河川整備計画での河道改修に加

えて更なる河道掘削で対応する案を検討する。 

◆ケース 13：雨水貯留・浸透施設＋水田等の保全＋河道掘削  

※河道改修は、河道改修を中心とした治水対策案（分類０）のうち、コスト面で優位なケース 5

により河道配分流量に応じた河道掘削で対策を想定。 

※水田貯留は流域内のすべての水田を対象とすることを基本。ただし、内水排除のため排水機場

を有する流域は、ポンプ能力規模の流量しか鳴瀬川へ流出しないため、水田貯留の対象から除

いた。 

 

5)  各治水対策の組み合わせ 

分類１、分類２及び分類３について、それぞれの治水対策案の組み合わせを検討

する。 

組み合わせは、各分類の中で組み合わせ可能で、且つ最も有利な案を抽出し、組

み合わせるものとし、「分類１と分類２」、「分類２と分類３」、「分類１と分類３」、

「分類１と分類２と分類３」の 4 つのパターンについて検討する。 

 

ア 分類１と分類２の組み合わせによる治水対策案 

分類１では、ケース 3-3「筒砂子ダムかさ上げ＋漆沢ダムの容量振替（治水専用

化）＋河道掘削（1,100 億円）」がコストにおいて最も有利である。また、分類２

では、ケース 8「遊水地＋河道掘削（1,600 億円）」がコストにおいて最も有利で

ある。よって、これらを組み合わせてケース 10 とする。  

◆ （分類１）ケース 3-3「筒砂子ダムかさ上げ＋漆沢ダムの容量振替（治水専用化）＋河

道掘削」＋（分類２）ケース 8  「遊水地＋河道掘削」 

＝ ケース 10 （2,100）

※（ ）書きは事業費＜単位：億円＞  

※河道改修は、河道改修を中心とした治水対策案（分類０）のうち、コスト面で優位なケース 5

により河道配分流量に応じた河道掘削で対策を想定。 

 

イ 分類２と分類３の組み合わせによる治水対策案 

分類２では、ケース 8「遊水地＋河道掘削（1,600 億円）」がコストにおいて最

も有利である。また、分類３では、ケース 12 「部分的に低い堤防の存置＋宅地の

かさ上げ、ピロティ建築等＋土地利用規制＋河道掘削（1,300 億円）」がコストに

おいて有利である。しかし、分類３ケース 12 の 部分的に低い堤防の存置を組み

合わせた場合、上流の遊水地（ケース 8）で洪水流量が低減するため、部分的に低



4. 鳴瀬川総合開発事業及び筒砂子ダム建設事業ダム検証に係る検討内容 ～洪水調節の観点からの検討～ 

 
4-47 

い堤防の存置に洪水流量が越流しなくなり、河道のピーク流量を低減させる効果

が発揮されない。そのため、分類３からは「ケース 13 雨水貯留・浸透施設＋水田

等の保全＋河道掘削（1,700 億円）」を組み合わせてケース 14 とする。 

◆ （分類２）ケース  8 「遊水地＋河道掘削」 

＋（分類３）ケース 13 「雨水貯留・浸透施設＋水田等の保全＋河道掘削」 

＝ ケース 14 （1,900） 

※（ ）書きは事業費＜単位：億円＞  

※河道改修は、河道改修を中心とした治水対策案（分類０）のうち、コスト面で優位なケース 5

により河道配分流量に応じた河道掘削で対策を想定。 

 

ウ 分類１と分類３の組み合わせによる治水対策案 

分類１では、ケース 3-3「筒砂子ダムかさ上げ＋漆沢ダムの容量振替（治水専用

化）＋河道掘削（1,100 億円）」がコストにおいて最も有利である。また、分類３

では、ケース 12 「部分的に低い堤防の存置＋宅地のかさ上げ、ピロティ建築等＋

土地利用規制＋河道掘削（1,300 億円）」がコストにおいて有利である。しかし、

分類３ケース 12 の部分的に低い堤防の存置を組み合わせた場合、上流のダム（ケ

ース 3-3）で洪水流量が低減するため、部分的に低い堤防の存置に洪水流量が越流

しなくなり、河道のピーク流量を低減させる効果が発揮されない。そのため、分

類３からは「ケース 13 雨水貯留・浸透施設＋水田等の保全＋河道掘削（1,700 億

円）」を組み合わせてケース 16 とする。 

◆ （分類１）ケース 3-3「筒砂子ダムかさ上げ＋漆沢ダムの容量振替（治水専用化）＋河

道掘削」＋（分類３）ケース 13 「雨水貯留・浸透施設＋水田等の保全＋河道掘削」 

＝ ケース 16 （1,500）

※（ ）書きは事業費＜単位：億円＞  

※河道改修は、河道改修を中心とした治水対策案（分類０）のうち、コスト面で優位なケース 5

により河道配分流量に応じた河道掘削で対策を想定。 

分類３ケース 12 の部分的に低い堤防の存置は、河道のピーク流量を低減させる

効果があり、その効果が最も発現できる案は上流部で洪水調節効果が小さい分類

１の「既設ダムの活用 ケース 4」であり、その中でコストが有利な「ケース 4-1

① 漆沢ダムのかさ上げ＋河道掘削（1,700 億円）」を組み合わせてケース 15 とす

る。さらに、分類３で想定される流域を中心とした対策を取り入れた治水対策を

全て組み合わせてケース 17 とする。 

◆ （分類１）ケース 4-1①「漆沢ダムのかさ上げ＋河道掘削」 

＋（分類３）ケース 12 「部分的に低い堤防の存置＋宅地のかさ上げ、ピロティ建築等 

                      ＋土地利用規制＋河道掘削」 

＝ ケース 15 （1,800）

※（ ）書きは事業費＜単位：億円＞ 

※河道改修は、河道改修を中心とした治水対策案（分類０）のうち、コスト面で優位なケース 5

により河道配分流量に応じた河道掘削で対策を想定。 
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◆ （分類１）ケース 4-1①「漆沢ダムのかさ上げ＋河道掘削」 

 ＋（分類３）ケース 13 「雨水貯留・浸透施設＋水田等の保全＋河道掘削」 

＋（分類３）ケース 12 「部分的に低い堤防の存置＋宅地のかさ上げ、ピロティ建築等 

                      ＋土地利用規制＋河道掘削」 

＝ ケース 17 （2,000）

※（ ）書きは事業費＜単位：億円＞ 
※河道改修は、河道改修を中心とした治水対策案（分類０）のうち、コスト面で優位なケース 5

により河道配分流量に応じた河道掘削で対策を想定。 

 

エ 分類１と分類２と分類３の組み合わせによる治水対策案 

分類１では、ケース 3-3「筒砂子ダムかさ上げ＋漆沢ダムの容量振替（治水専用

化）＋河道掘削（1,100 億円）」がコストにおいて最も有利である。また、分類２

では、ケース 8「遊水地＋河道掘削（1,600 億円）」がコストにおいて最も有利で

あり、分類３では、ケース 12 「部分的に低い堤防の存置＋宅地のかさ上げ、ピロ

ティ建築等＋土地利用規制＋河道掘削（1,300 億円）」がコストにおいて有利であ

る。 

分類３ケース 12 の部分的に低い堤防の存置を組み合わせた場合、上流のダム（ケ

ース 3-3）や遊水地（ケース 8）で洪水流量が低減するため、部分的に低い堤防の

存置に洪水流量が越流しなくなり、河道のピーク流量を低減させる効果が発揮さ

れない。そのため、分類３からは「ケース 13 雨水貯留・浸透施設＋水田等の保全

＋河道掘削（1,700 億円）」を組み合わせてケース 18 とする。 

◆ （分類１）ケース 3-3「筒砂子ダムかさ上げ＋漆沢ダムの容量振替（治水専用化）＋河

道掘削」 

＋（分類２）ケース 8  「遊水地＋河道掘削」 

＋（分類３）ケース 13 「雨水貯留・浸透施設＋水田等の保全＋河道掘削」 

＝ ケース 18 （2,400）

※（ ）書きは事業費＜単位：億円＞ 
なお、ケース 18 は、ケース 10、ケース 14、ケース 16 の複合案である。 

ケース 10 ＝ （分類１）ケース 3-3 ＋ （分類２）ケース 8 
ケース 14 ＝ （分類２）ケース 8 ＋ （分類３）ケース 13 
ケース 16 ＝ （分類１）ケース 3-3 ＋ （分類３）ケース 13 

ケース 18 ＝ （分類１）ケース 3-3 ＋（分類２）ケース 8 ＋（分類３）ケース 13 
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(3) 治水対策案における鳴瀬川（知事管理区間）の考え方 

鳴瀬川の知事管理区間の河川整備は、昭和 22 年 9 月洪水と同程度の規模の洪水

を安全に流下させることとしており、堤防、護岸、橋梁の基礎等は筒砂子ダムによ

る水位低減効果を見込んで施工済みである。 

筒砂子ダムが無い場合の河川整備は、河道掘削案、堤防かさ上げ案、引堤案を比

較検討した結果、河道掘削案を全案にて一律採用することとした。 

 

4.3.3.3 パブリックコメントを踏まえた治水対策案の立案 

平成 23 年 7 月 26 日に開催した第３回検討の場で検討主体が示した複数の治水対

策案は、現計画で想定している目標と同程度の目標を達成することを基本とし、現

計画を含まない治水対策案の 25 案について概略評価を行い、10 案を抽出した。 

その後、パブリックコメントにおいて、立案した複数の対策案以外の具体的対策

案の提案、複数の対策案に係る概略評価及び抽出に対する意見を募集した結果、立

案した複数の対策案以外の具体的対策案の提案があったことから、新たな施設によ

る治水対策案の 1 案を追加した。 

以上、パブリックコメントを踏まえ立案した治水対策案の一覧を表  4-8 に示す。 

 

（1）新たな施設による治水対策案（分類２） 

後述 7.2 に示すとおり、パブリックコメントにおいて、治水対策案の提案があり、

検討の結果、以下の治水対策案ケース 8-2 を追加で立案した。 

【パブリックコメントにおける具体的治水対策案】 

貯水池等の新設による用地買収や移転家屋に係わる件は長期となる。 

 

意見を踏まえた治水対策案は、新たな施設による治水対策案とし、遊水地を縮小

し、地域へ影響を小さくすることで補償等の軽減を図る案を立案する。 

具体的には第 3 回検討の場で提示した治水対策案のうち、類似の治水対策案であ

る「ケース８」（以下「ケース８－１」と表示）を参考に３箇所で構成していた遊水

地を２箇所に縮小し、効果量に応じた河道改修を組合せた治水対策案を「ケース８

－２」とした。「ケース８－１」と同様に「ケース８－２」も洪水の貯留効果を最大

限発揮できるように遊水地内の掘削を想定する。 

 

◆ケース 8-1：遊水地（３遊水地）＋河道掘削 （第 3 回検討の場で提示）  
◆ケース 8-2：遊水地（２遊水地）＋河道掘削 （パブリックコメントで追加）  
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4.3.4  複数の治水対策案の概要 

 

(1)  ケース 2-1①：田川ダム及び洪水導水路＋河道掘削 

 
○既設ダム「漆沢ダム」と、検証対象ダムのうち「田川ダム及び洪水導水路」により

洪水調節を行うとともに、河道配分流量に応じた河道改修を実施する。 
○河道掘削や築堤により段階的に安全度が向上し、田川ダム完成時には安全度が全川

にわたり向上する。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
対策案  概算数量  

治水対策案  【洪水調節施設諸元】  
 （新設）田川ダム及び洪水導水路（二ツ石ダム上流→田川）  

ダム高 H=85.0m、洪水調節容量 V=500 万 m3 
【河道改修】  
 掘削 V=約 240 万 m3 、残土処理 V=約 240 万 m3 、堰改築 2 箇所  

河川整備計画  【河道改修】  
 築堤 V=約 230 万 m3、掘削 V=約 150 万 m3 、残土処理 V=約 60 万 m3 

橋梁架替 2 橋、樋門樋管改築 23 箇所、用地買収 A=約 8ha、移転家屋約 140 戸  
※本治水対策案で想定する事業のうち、河川整備計画にも含まれるものを下段に、治水対策案として河川整備

計画に追加して実施するものを上段に記載している。 

※対策箇所や数量については、平成 21 年度末時点の見込みであり、今後変更があり得るものである。 

※鳴瀬川の河道掘削及び河川整備計画で予定している吉田川の河道掘削から発生する土砂を、鳴瀬川の築堤

へ活用した後の残土を対象に残土処理を実施 
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【河道改修イメージ図】 
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(2)  ケース 2-1②：田川ダム及び洪水導水路＋筒砂子川からの洪水導水路＋河道掘削 

 
○既設ダム「漆沢ダム」と、検証対象ダムのうち「田川ダム及び洪水導水路」と「筒砂子川

からの導水」により洪水調節を行うとともに、河道配分流量に応じた河道改修を実施する。 
○他流域から更なる「洪水導水」を行い、「田川ダム」をかさ上げして機能向上を図る。 
○河道掘削や築堤により段階的に安全度が向上し、田川ダム完成時には安全度が全川にわた

り向上する。 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対策案 概算数量 
治水対策案 【洪水調節施設諸元】 

（新設）田川ダム及び洪水導水路（筒砂子川→田川、二ツ石ダム上流→田川） 
ダム高 H=94.0m、洪水調節容量 V=1,200 万 m3 

【河道改修】 
 掘削 V=約 90 万 m3 、残土処理 V=約 110 万 m3 、堰改築 1 箇所 

河川整備計画 【河道改修】 
 築堤 V=約 230 万 m3、掘削 V=約 150 万 m3 、残土処理 V=約 60 万 m3 
橋梁架替 2 橋、樋門樋管改築 23 箇所、用地買収 A=約 8ha、移転家屋約 140 戸 

※本治水対策案で想定する事業のうち、河川整備計画にも含まれるものを下段に、治水対策案として河川整備計画に追

加して実施するものを上段に記載している。 

※対策箇所や数量については、平成 21 年度末時点の見込みであり、今後変更があり得るものである。 

※鳴瀬川の河道掘削及び河川整備計画で予定している吉田川の河道掘削から発生する土砂を、鳴瀬川の築堤へ活用し

た後の残土を対象に残土処理を実施 
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(3)  ケース 2-2①：筒砂子ダム＋河道掘削 

 
○既設ダム「漆沢ダム」と、検証対象ダムのうち「筒砂子ダム」により洪水調節を行うとと

もに、河道配分流量に応じた河道改修を実施する。 
○河道掘削や築堤により段階的に安全度が向上し、筒砂子ダム完成時には安全度が全川にわ

たり向上する。 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対策案 概算数量 
治水対策案 【洪水調節施設諸元】 

 （新設）筒砂子ダム ダム高 H=98.4m、洪水調節容量 V=1,040 万 m3 
【河道改修】 
 掘削 V=約 110 万 m3 、残土処理 V=約 110 万 m3  

河川整備計画 【河道改修】 
 築堤 V=約 230 万 m3、掘削 V=約 150 万 m3 、残土処理 V=約 60 万 m3 
橋梁架替 2 橋、樋門樋管改築 23 箇所、用地買収 A=約 8ha、移転家屋約 140 戸 

※本治水対策案で想定する事業のうち、河川整備計画にも含まれるものを下段に、治水対策案として河川整備計画に追

加して実施するものを上段に記載している。 

※対策箇所や数量については、平成 21 年度末時点の見込みであり、今後変更があり得るものである。 

※鳴瀬川の河道掘削及び河川整備計画で予定している吉田川の河道掘削から発生する土砂を、鳴瀬川の築堤へ活用し

た後の残土を対象に残土処理を実施 
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(4)  ケース 2-2②：筒砂子ダム＋田川からの洪水導水路＋河道掘削 

 
○既設ダム「漆沢ダム」と、検証対象ダムのうち「筒砂子ダム」及び「洪水導水路」により

洪水調節を行うとともに、河道配分流量に応じた河道改修を実施する。 

○他流域から「洪水導水」を行い、「筒砂子ダム」をかさ上げして機能向上を図る。 
○河道掘削や築堤により段階的に安全度が向上し、筒砂子ダム完成時には安全度が全川にわ

たり向上する。 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対策案 概算数量 
治水対策案 【洪水調節施設諸元】 

（新設）筒砂子ダム及び洪水導水路（田川→筒砂子川） 
ダム高 H=98.4m→103.0m、洪水調節容量 V=1,490 万 m3 

【河道改修】 
 掘削 V=約 50 万 m3 、残土処理 V=約 50 万 m3  

河川整備計画 【河道改修】 
 築堤 V=約 230 万 m3、掘削 V=約 150 万 m3 、残土処理 V=約 60 万 m3 
橋梁架替 2 橋、樋門樋管改築 23 箇所、用地買収 A=約 8ha、移転家屋約 140 戸 

※本治水対策案で想定する事業のうち、河川整備計画にも含まれるものを下段に、治水対策案として河川整備計画に追

加して実施するものを上段に記載している。 

※対策箇所や数量については、平成 21 年度末時点の見込みであり、今後変更があり得るものである。 

※鳴瀬川の河道掘削及び河川整備計画で予定している吉田川の河道掘削から発生する土砂を、鳴瀬川の築堤へ活用し

た後の残土を対象に残土処理を実施 
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(5)  ケース 3-1：筒砂子ダム＋既設漆沢ダムのかさ上げ＋河道掘削 

 

○既設ダム「漆沢ダム」のかさ上げを行った上で検証対象ダム「筒砂子ダム」により洪水調

節を行うとともに、河道配分流量に応じた河道改修を実施する。 
○河道掘削や築堤により段階的に安全度が向上し、「漆沢ダム」のかさ上げ・筒砂子ダム完成

時には安全度が全川にわたり向上する。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対策案 概算数量 
治水対策案 【洪水調節施設諸元】 

（新設）筒砂子ダム ダム高 H=98.4m、洪水調節容量 V=1,040 万 m3 
（既設）漆沢ダムのかさ上げ 

ダム高 H=80.0m→84.0m、洪水調節容量 V=950 万 m3→1,210 万 m3 
【河道改修】 
 掘削 V=約 40 万 m3 、残土処理 V=約 60 万 m3  

河川整備計画 【河道改修】 
 築堤 V=約 230 万 m3、掘削 V=約 150 万 m3 、残土処理 V=約 60 万 m3 
橋梁架替 2 橋、樋門樋管改築 23 箇所、用地買収 A=約 8ha、移転家屋約 140 戸 

※本治水対策案で想定する事業のうち、河川整備計画にも含まれるものを下段に、治水対策案として河川整備計画に追

加して実施するものを上段に記載している。 

※対策箇所や数量については、平成 21 年度末時点の見込みであり、今後変更があり得るものである。 

※鳴瀬川の河道掘削及び河川整備計画で予定している吉田川の河道掘削から発生する土砂を、鳴瀬川の築堤へ活用し

た後の残土を対象に残土処理を実施 

田川ダム

二ツ石ダム

筒砂子ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム流域面積
４２．４ｋ㎡

漆沢ダム流域面積
５８．９ｋ㎡

田
川

鳴 瀬 川

　流　　　　　域　　　　　界

　集　　　水　　　区　　　域

　一　級　河　川　(指定区間)

　一　級　河　川　(直轄区間)

　湛　　　水　　　区　　　域

　ダム(竣工・建設中・計画)

凡　　　　　例

桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

鳴瀬川本川
鳴瀬川本川

→→

支
川

田
川

支
川

田
川

→→

支
川

花
川

支
川

花
川

→→

三本木
さんぼんぎ 野田橋

のだばし

小野田
おのだ

既設ダムの活用と検証対象ダムの再編

かさ上げ（H=80m→84m）

：河道掘削

：築堤

大臣管理区間
上流端(40.9km)

国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局

鳴
瀬
川
総
合
開
発
調
査
事
務
所
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【平面図】 
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【河道改修イメージ図】 
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(6)  ケース 3-2：筒砂子ダム＋既設漆沢ダムの容量振替（治水専用化）＋河道掘削 

 
○既設ダム「漆沢ダム」の容量振替（治水専用化）と検証対象ダム「筒砂子ダム」により洪

水調節を行うとともに、河道配分流量に応じた河道改修を実施する。 
○漆沢ダムの治水専用化に伴う利水容量の補償措置は、代替施設を確保することを想定する。 
○河道掘削や築堤により段階的に安全度が向上し、「漆沢ダム」の治水専用化・筒砂子ダム完

成時には安全度が全川にわたり向上する。 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対策案 概算数量 
治水対策案 【洪水調節施設諸元】 

（新設）筒砂子ダム  ダム高 H=98.4m、洪水調節容量 V=1,040 万 m3 
（既設）漆沢ダムの治水専用化 

ダム高 H=80.0m、洪水調節容量 V=950 万 m3→1,600 万 m3 
河川整備計画 【河道改修】 

 築堤 V=約 230 万 m3、掘削 V=約 150 万 m3 、残土処理 V=約 60 万 m3 
橋梁架替 2 橋、樋門樋管改築 23 箇所、用地買収 A=約 8ha、移転家屋約 140 戸 

※本治水対策案で想定する事業のうち、河川整備計画にも含まれるものを下段に、治水対策案として河川整備計画に追

加して実施するものを上段に記載している。 

※対策箇所や数量については、平成 21 年度末時点の見込みであり、今後変更があり得るものである。 

※鳴瀬川の河道掘削及び河川整備計画で予定している吉田川の河道掘削から発生する土砂を、鳴瀬川の築堤へ活用し

た後の残土を対象に残土処理を実施 
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河川整備計画の築堤・河道掘削
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上流端(40.9km)
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河川整備計画（掘削・伐採・築堤）
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掘削土の有効活用
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【河道改修イメージ図】 
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(7)  ケース 3-3：筒砂子ダムかさ上げ＋既設漆沢ダムの容量振替（治水専用化）＋河道掘削 

 
○筒砂子ダムかさ上げと既設ダム「漆沢ダム」の容量振替（治水専用化）により洪水調節を

行うとともに、河道配分流量に応じた河道改修を実施する。 
○漆沢ダムの治水専用化に伴う利水容量の補償措置は、筒砂子ダムのかさ上げで確保するこ

とを想定する。 
○河道掘削や築堤により段階的に安全度が向上し、筒砂子ダムかさ上げ・「漆沢ダム」の治水

専用化完成時には安全度が全川にわたり向上する。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対策案 概算数量 
治水対策案 【洪水調節施設諸元】 

（新設）筒砂子ダム ダム高 H=98.4m→104.0m(利水代替分の確保)、 
洪水調節容量 V=1,040 万 m3 

（既設）漆沢ダムの治水専用化 
ダム高 H=80.0m、洪水調節容量 V=950 万 m3→1,600 万 m3 

河川整備計画 【河道改修】 
 築堤 V=約 230 万 m3、掘削 V=約 150 万 m3 、残土処理 V=約 60 万 m3 
橋梁架替 2 橋、樋門樋管改築 23 箇所、用地買収 A=約 8ha、移転家屋約 140 戸 

※本治水対策案で想定する事業のうち、河川整備計画にも含まれるものを下段に、治水対策案として河川整備計画に追

加して実施するものを上段に記載している。 

※対策箇所や数量については、平成 21 年度末時点の見込みであり、今後変更があり得るものである。 

※鳴瀬川の河道掘削及び河川整備計画で予定している吉田川の河道掘削から発生する土砂を、鳴瀬川の築堤へ活用し

た後の残土を対象に残土処理を実施 
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漆沢ダム利水代替確保の
ためのかさ上げ
（H=98m→104m）
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(8)  ケース 4-1①：既設漆沢ダムのかさ上げ＋河道掘削 

 
○既設ダム「漆沢ダム」のかさ上げにより洪水調節を行うとともに、河道配分流量に応じた

河道改修を実施する。 
○河道掘削や築堤により段階的に安全度が向上し、「漆沢ダム」のかさ上げ完成時には安全度

が全川にわたり向上する。 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対策案 概算数量 
治水対策案 【洪水調節施設諸元】 

（既設）漆沢ダムのかさ上げ ダム高 H=80.0m→84.0m、 
洪水調節容量 V=950 万 m3→1,210 万 m3 

【河道改修】 
 掘削 V=約 170 万 m3 、残土処理 V=約 230 万 m3 、堰改築 1 箇所 

河川整備計画 【河道改修】 
 築堤 V=約 230 万 m3、掘削 V=約 150 万 m3 、残土処理 V=約 60 万 m3 
橋梁架替 2 橋、樋門樋管改築 23 箇所、用地買収 A=約 8ha、移転家屋約 140 戸 

※本治水対策案で想定する事業のうち、河川整備計画にも含まれるものを下段に、治水対策案として河川整備計画に追

加して実施するものを上段に記載している。 

※対策箇所や数量については、平成 21 年度末時点の見込みであり、今後変更があり得るものである。 

※鳴瀬川の河道掘削及び河川整備計画で予定している吉田川の河道掘削から発生する土砂を、鳴瀬川の築堤へ活用し

た後の残土を対象に残土処理を実施 

 

田川ダム

二ツ石ダム

筒砂子ダム

漆沢ダム

漆沢ダム流域面積
５８．９ｋ㎡

田
川

鳴 瀬 川

　流　　　　　域　　　　　界

　集　　　水　　　区　　　域

　一　級　河　川　(指定区間)

　一　級　河　川　(直轄区間)

　湛　　　水　　　区　　　域

　ダム(竣工・建設中・計画)

凡　　　　　例

桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

三本木
さんぼんぎ 野田橋

のだばし

既設ダムの活用

かさ上げによる治水機能向上

【大臣管理区間】
河川整備計画時の築堤
流量に応じた河道掘削

鳴 瀬 川鳴瀬川本川
鳴瀬川本川

→→

支
川

田
川

支
川

田
川

→→

支
川

田
川

支
川

田
川

→→

小野田
おのだ

【知事管理区間】
新たな河道掘削

支
川

花
川

支
川

花
川

→→

：河道掘削

：築堤

大臣管理区間
上流端(40.9km)

国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局

鳴
瀬
川
総
合
開
発
調
査
事
務
所

田川ダム

二ツ石ダム

筒砂子ダム

漆沢ダム

漆沢ダム流域面積
５８．９ｋ㎡

田
川

鳴 瀬 川

　流　　　　　域　　　　　界

　集　　　水　　　区　　　域

　一　級　河　川　(指定区間)

　一　級　河　川　(直轄区間)

　湛　　　水　　　区　　　域

　ダム(竣工・建設中・計画)

凡　　　　　例

桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

三本木
さんぼんぎ 野田橋

のだばし

既設ダムの活用

かさ上げによる治水機能向上

【大臣管理区間】
河川整備計画時の築堤
流量に応じた河道掘削

鳴 瀬 川鳴瀬川本川
鳴瀬川本川

→→

支
川

田
川

支
川

田
川

→→

支
川

田
川

支
川

田
川

→→

小野田
おのだ

【知事管理区間】
新たな河道掘削

支
川

花
川

支
川

花
川

→→

：河道掘削

：築堤

大臣管理区間
上流端(40.9km)

田川ダム

二ツ石ダム

筒砂子ダム

漆沢ダム

漆沢ダム流域面積
５８．９ｋ㎡

田
川

鳴 瀬 川

　流　　　　　域　　　　　界

　集　　　水　　　区　　　域

　一　級　河　川　(指定区間)

　一　級　河　川　(直轄区間)

　湛　　　水　　　区　　　域

　ダム(竣工・建設中・計画)

凡　　　　　例

桑折江堰

新
江
合
川

鳴瀬川中流堰

三本木
さんぼんぎ 野田橋

のだばし

野田橋
のだばし

既設ダムの活用

かさ上げによる治水機能向上

【大臣管理区間】
河川整備計画時の築堤
流量に応じた河道掘削

鳴 瀬 川鳴瀬川本川
鳴瀬川本川

→→

支
川

田
川

支
川

田
川

→→

支
川

田
川

支
川

田
川

→→

小野田
おのだ

小野田
おのだ

【知事管理区間】
新たな河道掘削

支
川

花
川

支
川

花
川

→→

：河道掘削

：築堤

：河道掘削

：築堤

大臣管理区間
上流端(40.9km)

国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局

鳴
瀬
川
総
合
開
発
調
査
事
務
所

【平面図】 

基準地点

主要地点

既設ダム

建設中ダム

計画ダム
＊赤線枠は、検証対象ダムを表しております。 南川ダム

宮床ダム

落合

三本木

野田橋 野蒜小野田

田川ダム筒砂子ダム

漆沢ダムかさ上げ

鳴瀬川
石

巻

湾

善川

吉
田
川 竹林川

1,400
［3,400］

3,100 3,600

単位：m3/s

上段の［］付き：目標流量

下段：河道配分流量

新
江
合
川

H.W.L

平水位

樹木
樹木伐採

掘削土の有効活用

掘削土の有効活用

凡例

現況河道

河川整備計画河道

治水対策案河道

河川整備計画（掘削・伐採・築堤）

治水対策案（掘削・伐採）
掘削土の有効活用

残土処理（将来利用等）残土処理（将来利用等）

【河道改修イメージ図】 



4. 鳴瀬川総合開発事業及び筒砂子ダム建設事業ダム検証に係る検討内容 ～洪水調節の観点からの検討～ 

 
4-59 

 
(9)  ケース 4-1②：既設漆沢ダムのかさ上げ＋既設二ツ石ダムの容量振替＋河道掘削 

 
○既設ダム「漆沢ダム」のかさ上げと既設二ツ石ダムの容量振替により洪水調節を行うとと

もに、河道配分流量に応じた河道改修を実施する。 
○既設二ツ石ダムの容量振り替えにより治水機能を確保する。 
○既設二ツ石ダムの容量振り替えに伴う利水容量は代替施設を確保することを想定する。 
○河道掘削や築堤により段階的に安全度が向上し、「漆沢ダム」のかさ上げ・二ツ石ダム容量

振り替え完成時には安全度が全川にわたり向上する。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対策案 概算数量 
治水対策案 【洪水調節施設諸元】 

（既設）漆沢ダムのかさ上げ  ダム高 H=80.0m→84.0m、 
洪水調節容量 V=950 万 m3→1,210 万 m3 

（既設）二ツ石ダムの容量振替 ダム高 H=70.5m、洪水調節容量 V=0 万 m3→460 万 m3 
【河道改修】 
 掘削 V=約 120 万 m3 、残土処理 V=約 160 万 m3 、堰改築 1 箇所 

河川整備計画 【河道改修】 
 築堤 V=約 230 万 m3、掘削 V=約 150 万 m3 、残土処理 V=約 60 万 m3 
橋梁架替 2 橋、樋門樋管改築 23 箇所、用地買収 A=約 8ha、移転家屋約 140 戸 

※本治水対策案で想定する事業のうち、河川整備計画にも含まれるものを下段に、治水対策案として河川整備計画に追

加して実施するものを上段に記載している。 

※対策箇所や数量については、平成 21 年度末時点の見込みであり、今後変更があり得るものである。 

※鳴瀬川の河道掘削及び河川整備計画で予定している吉田川の河道掘削から発生する土砂を、鳴瀬川の築堤へ活用し

た後の残土を対象に残土処理を実施 
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(10)  ケース 4-2①：既設漆沢ダムの容量振替（治水専用化）＋河道掘削 

            
○既設ダム「漆沢ダム」の容量振替（治水専用化）により洪水調節を行うとともに、河道配

分流量に応じた河道改修を実施する。 
○漆沢ダムの治水専用化に伴う利水容量の補償措置は、代替施設を確保することを想定する。 
○河道掘削や築堤により段階的に安全度が向上し、「漆沢ダム」の治水専用化完成時には安全

度が全川にわたり向上する。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対策案 概算数量 
治水対策案 【洪水調節施設諸元】 

（既設）漆沢ダムの治水専用化 ダム高 H=80.0m、 
洪水調節容量 V=950 万 m3→1,600 万 m3 

【河道改修】 
 掘削 V=約 160 万 m3 、残土処理 V=約 230 万 m3 、堰改築 1 箇所 

河川整備計画 【河道改修】 
 築堤 V=約 230 万 m3、掘削 V=約 150 万 m3 、残土処理 V=約 60 万 m3 
橋梁架替 2 橋、樋門樋管改築 23 箇所、用地買収 A=約 8ha、移転家屋約 140 戸 

※本治水対策案で想定する事業のうち、河川整備計画にも含まれるものを下段に、治水対策案として河川整備計画に追

加して実施するものを上段に記載している。 

※対策箇所や数量については、平成 21 年度末時点の見込みであり、今後変更があり得るものである。 

※鳴瀬川の河道掘削及び河川整備計画で予定している吉田川の河道掘削から発生する土砂を、鳴瀬川の築堤へ活用し

た後の残土を対象に残土処理を実施 
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(11)  ケース 4-2②：既設漆沢ダムの容量振替（治水専用化）＋既設二ツ石ダムの容量振替 

                                    ＋河道掘削 

○既設ダム「漆沢ダム」の容量振替（治水専用化）と既設二ツ石ダムの容量振替により洪水

調節を行うとともに、河道配分流量に応じた河道改修を実施する。 
○既設二ツ石ダムの容量振り替えにより治水機能を確保する。 
○既設二ツ石ダムの容量振り替えに伴う利水容量は代替施設を確保することを想定する。 
○河道掘削や築堤により段階的に安全度が向上し、「漆沢ダム」の治水専用化完成時には安全

度が全川にわたり向上する。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対策案 概算数量 
治水対策案 【洪水調節施設諸元】 

（既設）漆沢ダムの治水専用化 ダム高 H=80.0m、 
洪水調節容量 V=950 万 m3→1,600 万 m3 

（既設）二ツ石ダムの容量振替 ダム高 H=70.5m、洪水調節容量 V=0 万 m3→460 万 m3 
【河道改修】 
 掘削 V=約 120 万 m3 、残土処理 V=約 160 万 m3 、堰改築 1 箇所 

河川整備計画 【河道改修】 
 築堤 V=約 230 万 m3、掘削 V=約 150 万 m3 、残土処理 V=約 60 万 m3 
橋梁架替 2 橋、樋門樋管改築 23 箇所、用地買収 A=約 8ha、移転家屋約 140 戸 

※本治水対策案で想定する事業のうち、河川整備計画にも含まれるものを下段に、治水対策案として河川整備計画に追

加して実施するものを上段に記載している。 

※対策箇所や数量については、平成 21 年度末時点の見込みであり、今後変更があり得るものである。 

※鳴瀬川の河道掘削及び河川整備計画で予定している吉田川の河道掘削から発生する土砂を、鳴瀬川の築堤へ活用し

た後の残土を対象に残土処理を実施 
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(12)  ケース 5：河道改修（河道掘削） 

 
○既設ダム「漆沢ダム」による洪水調節を行うとともに、河道配分流量に応じた河道掘削を

実施する。 
○河道掘削は上下流バランスに配慮しながら順次施工することで段階的に安全度が向上する。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
対策案 概算数量 

治水対策案 【河道改修】 
 掘削 V=約 290 万 m3 、残土処理 V=約 290 万 m3 、堰改築 2 箇所 

河川整備計画 【河道改修】 
 築堤 V=約 230 万 m3、掘削 V=約 150 万 m3 、残土処理 V=約 60 万 m3 
橋梁架替 2 橋、樋門樋管改築 23 箇所、用地買収 A=約 8ha、移転家屋約 140 戸 

※本治水対策案で想定する事業のうち、河川整備計画にも含まれるものを下段に、治水対策案として河川整備計画に追

加して実施するものを上段に記載している。 

※対策箇所や数量については、平成 21 年度末時点の見込みであり、今後変更があり得るものである。 

※鳴瀬川の河道掘削及び河川整備計画で予定している吉田川の河道掘削から発生する土砂を、鳴瀬川の築堤へ活用し

た後の残土を対象に残土処理を実施 
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